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季刊誌「皇室｣ 107 号（日本文化興隆財団企画・扶桑社刊）から転載 歌会始お題「夢｣
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本
年
は
大
東
亜
戦
争
終
結
八
十
年
。
今
号

で
は
終
戦
八
十
年
を
迎
え
た
特
集
を
中
心
に

編
集
作
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
栃
木
縣

護
國
神
社
稲
宮
司
様
に
は
現
状
の
想
い
を
ご

寄
稿
頂
き
ま
し
た
。
栃
木
県
神
社
庁
教
化
委

員
会
・
栃
木
県
青
年
神
職
む
す
び
会
の
英
霊

顕
彰
事
業
を
通
じ
、
戦
争
体
験
者
も
僅
か
と

な
る
昨
今
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
一

人
一
人
が
様
々
な
地
域
で
体
験
者
か
ら
聞
き

取
り
、｢

平
和
の
語
り
部｣

と
し
て
次
世
代
へ

伝
え
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
役
目
で
あ
る
と

確
信
し
た
年
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

　
今
期
よ
り
三
カ
年
、
教
化
委
員
会
編
集
部

門
に
は
精
鋭
が
集
結
致
し
ま
し
た
。
神
社
庁

中
麿
庁
長
を
始
め
、
諸
先
輩
方
の
思
い
や
希

望
を
胸
に
、
栃
木
県
神
社
庁
の
広
報
誌
と
し

て
、
県
内
神
社
の
伝
統
文
化
の
情
報
は
も
と

よ
り
、
今
何
が
斯
界
に
必
要
な
の
か
を
見
定

め
、
教
化
委
員
の
皆
さ
ま
と
汗
を
か
き
、
各

神
社
・
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
の
皆
さ
ま
に
タ

イ
ム
リ
ー
な
教
化
発
信
を
し
て
参
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

旅
先
に
出
会
ひ
し
子
ら
は
語
り
た
る

旅
先
に
出
会
ひ
し
子
ら
は
語
り
た
る

　
　
　
　
目目ま

み

ま

み見見
輝
か
せ
未
来
の
夢
を

輝
か
せ
未
来
の
夢
を

天
皇
陛
下

天
皇
陛
下  

御
製
御
製

編
集
後
記

令和７年６月４日、国立沖縄戦没者墓苑の慰霊碑に向かわれる天皇・皇后両陛下と敬宮殿下
（沖縄県糸満市・平和祈念公園）

祝
祭
日
ポ
ス
タ
ー
は
栃
木
県
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。


